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9.  できない，間違えることを 
恐れる子どもたち
　こうした子どもたちに共通していることは，間
違えること，わからないこと，できないことを極
端に恐れているということである。恐がり方にも
激情的なことが多くある。挑戦する前から，間
違っているかもしれない，わからないかもしれな
い，できないかもしれないという予期不安が高ま
り，パニックになる子どもたちも多い。その激情
の裏側には，自分を見捨てないでほしい，という
悲痛な叫びが見え隠れしている。
　スクールカウンセラーをしていたときにこんな
場面に遭遇した。いつも先生の顔色をうかがいな
がら，一生懸命大人が期待するよい子を演じなが
ら不安をため込んでいるのではないかと思える場
面であった。
　C君は，よい子として頑張ることに疲れると，
その日に先生からいちばん褒められた友だちの靴
を隠してしまった。C君の姿は，自分が褒められ
なくてはいけないという焦りから，自分以外の友
だちが先生から褒められると自分が愛されなくな
るのではないか，という不安に駆られるようにも
見えた。一生懸命つま先立ちしてよい子にしてい
ないと見捨てられるかもしれない，そういう焦燥
感のあらわれでもあるように感じられた。
　何かができるようになること，間違えなくなる
こと，わかるようになることで，周囲の人たちか
ら褒められることは，決して悪いことではない。
それらの経験そのものは，子どもにとっては嬉し
いことである。しかし，一方で，なかなかできな
い，なかなかわからない，何度やっても間違えて
しまうというときに，私たちが戸惑っている子ど
もの姿とどう向き合うかによって，そのわかる喜
び，できる喜びのその子どもにとっての意味がか
なり違ってくるのではないかとも考える。
　こうした不安の芽は乳幼児期にもあるようだ。
D君は保育園で逆上がりが上手にできた友だちを
見たとたん，妙にしらけたようにその場を立ち
去ってしまう。あとでよく聴いてみると，「いい
もん，僕は鉄棒好きでないから」と呟いているが
決して鉄棒にはさわろうとしないという。また，
Eさんはお友だちと一緒にお絵かきなどをしてい
ても，自分以外に褒められる子どもが何人かいる
と，「あの子は褒められる絵が描けるけど，自分
は褒められる絵が描けないのではないか」という
強い不安に駆られてしまう子どもだという。この
ような子どもたちが，できなかったらどうしよ
う，わからなかったらどうしようという予期不安
を高め，それが臨界点を超えたときに突然パニッ
クになるということが，日常的に起きている出来
事である。
　つまり，他人よりもわからなかったから，他人
よりもできなかったから，大切な人から愛しても
らえないのではないか，見捨てられるのではない
かという漠然とした不安は，今を生きる子どもた
ちにとって，重大な不安の 1つとして考えてもよ
い。
　感情と自己認知，感情とその自己表現との乖離
の裏側には，間違える，わからない，できないと
いう状況の中で必然的に生じる恐れ，不安，悲し
さ，苦悩などのマイナス感情を徹底して自己抑圧
する心理が隠されているのではないだろうか。間
違うこと，わからないこと，できないことに伴う
素直な感情の動きは，それを言葉にして自分で認
知することも怖くなってしまうのである。まし
て，他者にそれを表現することも怖くなるのも当
然のことであろう。このような状態の中で，教室
にいる子どもたちが不安の身体化，行動化が蔓延
し，それにも挫折した子どもたちが深い悲しみを
抱えているのである。
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10．子どもたちのためにできること
　子どもたちのためにできることを最後に考えて
みたい。まずもってやるべきは，間違える自分，
わからない自分，できない自分は見捨てられてし
まうかもしれないという強迫観念から子どもたち
を解放してあげることではないだろうか。人が学
習する際に，間違えること，わからないこと，で
きないことは本来的に怖いことなどではないはず
である。間違えるから，辛い思いをしながらも知
識が磨かれ，わからないから戸惑いながらもとき
めき，できないから悔しいながらもファイトがわ
くのである。これが本来の学習であろう。
　間違えない子，わかる子，できる子が，その子
の個人の業績としてみんなの前で認められ，評価
されるような授業の日常が，評価される子ども，
その周りの子どもたちに，どのような隠された
メッセージを送っているのかを再考する必要性を
痛感する。子どもたちが自分がその時々に持って
いる能力を発揮する心地よさ，それが仲間の中で
生かされる心地よさを味わうことなく，次の課題
へと絶えず一歩前に進むようなことを要求する授
業展開が，子どもたちにどんなメッセージを送っ
ているのかをじっくりと考えたい。
　極端ではあるが，できなくても，わからなくて
も，間違えても，何らかの形で褒めてあげられる
ような思い切った授業イメージの転換，そうした
授業への挑戦を子どもたちは求めているのではな
いだろうか。
＜付記＞
　本稿は，平成29年10月に仙台市で開催された，
「青少年健全育成講演会」（仙台市子供相談支援セ
ンター主催）での講演原稿に大幅な加筆・修正を
加えたものである。なお，本文中の事例は，複数
の事例を組み合わせ，事例を大幅に改変し，個人
の特定を避けるように配慮して作成した仮想事例
である。
